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「リンゲル」氏液及葡萄糖加「リンゲル」氏液注入潤辺ル

家兎赤血球，血色素量及白血球ノ数的響動二就イテ

金澤讐科大霜小児科教室（泉教授指導）

   山  田 義  孝

    （昭和11年6月15日受附）

               目

   緒  言

第1章 血振材料及ビ實験方法

 第1節 赤血球数計算法

 第2節 血色素量測定法

 第3節 白血球激計算法

第2章 實験成績

 第1節 封照試験成績

 第2節 「リンゲル」氏液注入試験成績

 第3節 葡萄糖加「リンゲル」氏液注入

緒

次

第1項

第2項

第3章

言

 試験成績

  2．5％葡萄糖加「リンゲル」

  氏液注入試験成績

  5％葡萄糖加「リンゲル」氏

  液注入試験成績

総括考察

結  論

主要交獄

1「ベノクリージス」ノ研究トシテハ既二吾教室ノ梅田，堺雨氏＝ヨル「リンゲル」氏液及ビ葡

萄糖加「リ」胃液ヲ本法＝ヨリテ家兎＝注入セシwa ・＝於テ其ノ尿成分ノ攣動特＝尿申糖ノ浩長

二關シテ並ビニ血糖檜減或ハ血皇霊二關スル各詳細ナル業績報告アリ．次イヂ最：近余等ノ行

今ル家兎血液申＝於ケル水分量，含蛋白量及ビ其ノ館瞳等ノ定量ニヨリテ其ノ稀繹度ノ歌

況ヲ間接的二観察セル研究及ビ横井氏ノ注入績行中二於ケル家兎ノ赤血球二就イテノ「プラ

ニメトリー」ノ研究等アリ．更二余ハ歩ヲ進メ注入ニヨリテ起ル赤血球敷，血色素量及ビ白

血球数ノ攣動二：就キテ研究セントス．

             第1章實験材料及ビ實験方法

 實験動物ハ健康成熟家兎ニシテ雌雄不問3砥前後ノモノヲ撰ピタリ．注入器ニハ吾教室二於テ創メテ考

案サレタル電氣恒温式鮎滴注入器ヲ用ヒシ事ハ前野験二同ジ．注入純一吾々小児科領域ニテ最近二至リテ

最モ普遍的二賞用サルルニ至レル「リンゲソ」氏液及ビ葡菊糖加「リ」氏液ヲ用ピタリ．注入温度ハ370一一一3se

ニシテ注入i速度ハ毎分毎晒0・83ccニシテ吾等ノ用ヒシ鮎滴「イルリガートル」二於テハ1ccハ20滴二當レル

ヲ以ツテAi 3kgノ家兎二於ケル1分聞二戸ケル注入滴数ハ20稲）xO．83（‘T）x3働≒50｛瀞ナリ．至注入量

ハ毎駈100ccトセリ．注入法ハIautenschrager家兎固定毫上二背位二四肢ヲ縛セル家兎ノー側ノ耳側闘

脈ヨリ注射針ニテ前記注入器ヲ用ヒテ持績注入ヲ行ヘリ，

                    ［ 18 ］
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               第1節赤血球計算法

 三二注入ヲ行ヘル他耳ノ二三静脈ヲ豫メ「アルコール」「エーテル」等分液ニテ消毒清拭シタル後一定時

間ノ間隔ヲ置キテ穿刺採血シCarlZeiss製赤血球計算器具ヲ用ヒテ計算セリ．自ロチ赤血球用「メラソジユ

ール」0・5ノ目盛マデ血液ヲ吸ヒ取り「ハイエム」氏液ヲ101マデ吸ヒ取り稀羅セリ．計算法ハ計算室二於ケ

  1
ル 400mm280個中ノ赤血球激ヲ前後三・四回反覆シ弓取リ其ノZF均値＝依りテ1mm3中ノ赤血球敦ヲ換

算シ務メテ誤差ヲ少カラシメタリ．探血数回二及ペバ往々ニシテ末梢血管ノ縮少シテ貧血野川トナリ，

 採血困ee ＝陥ル事アルハ周知ノ事實ニシテ頗ル本實験ノ進行ヲ妨ゲルー因タリ．斯ル場合吾々胃内験ノ

性質上静脈ノ自然二怒張スルヲ待ツテ行フハ不許ザル所ナルヲ以テ所定探血時間ノ來ルニ先立チテ耳ヲ炭

火ニテ温メルカ，若シクハ「キシロール」ヲ塗布スルカ，叉ハ指爪ニテ彊キ・テ刺戟ヲ輿ヘテ充血セソ事ヲ計

りシ等種々努カシ速二探血セン事二務メタリ．然シテ湧出シ台覧ル血液ハ最初ハ暗赤色ヲ呈シ，静脈内二

停溜セシモノノ如ク實験誤差ヲ招クハ明ラカニ想像サルルヲ以テ余田最初ノ5，6滴ハ之ヲ捨テ暗赤色ノ

鮮紅色トナリ來ルヲ待チテ初メテ梅査用二供セリ．

               第2節血色素量測定法

 採血法ハ赤血球計算ノ時ト同様ニシテ同時二行ピタリ，測定法ハ「ザーリー」！氏法ヲ選ピタリ．翻チ所定

・・ピペ…二・リテ取・タル轍ヲ速二豫・…瞭マデ暑HC1ヲ注ギタル所定測定管中二入賑

盈可約40ノ目盛マデ湖溜水ヲ充タシ稀メ其レヨリ5分聞縄過セシ後更二浮溜水ヲ以テ標準色ト等シキ貼マ

デ細心二野羅セリ．此ノ操作二於テハ時聞的要約ハ四二ラズ成績二影響スルモノニシテ，余ノ少ナキ経験

上ヨリシテモ明ラカニ知レル所ナリ．

               第3節 白血球計算法

 探血並二計算檬式ハ赤血球計算ト略同檬ナリ．自ロチCarl Zeiss製「メラソジユール」ノ1．0目盛マデ吸ヒ

取りタル血液ヲ「チュルクJ氏液量テ11目盛マデ吸取リテ稀繹シ充分二振盟混合シタル後計算室ニヨリ護取

リタリ，之モ同様三，四回計算シ其ノ牢均値ヲ取レリ．

               第2章實験成績

 先ヅ諸實験ヲ行フ前二之が封照試験トシテ何等溶液ヲ注入セザル家兎二就キテ實験ヲ行ヘ

リ．帥チ注入ヲ吉良シ例ト感応家兎ヲ磁位二固定シ各注入相當時二叉他ト同回探血實験ヲ行

ヒ野球ノ誤謬ヲ防グニ資シ叉同時＝余等ノ實験上ノ誤差ヲ豫メ知ルヲ地鶏リ．次二「リンゲ

ル」氏液：注入試験3例2・5％：葡萄糖加「リンゲル」氏液注入試験3例5％葡萄糖加「リンゲル」氏

液注入試験3例ヲ行ヒタリ．

               第1節封照試験成績

 注入試験ヲ行フ時ト同様一・定時間置キニ前後6回二亘リテ探血試験ヲ行ヒタリ．EPチ第1

回（1〕試験（注入直前二相當スルモノ）之ヨリ30分間後＝第2回〔II〕試験（注入開始後30分間

二相當ス）更二之ヨリ30分間ニシテ第3回〔III〕試験（注入開始後1時間二相當）次二丁4回

目IV〕試験（注入開始後1時間孚二相當）次二之ヨリ30分間ニシテ第5回rv〕試験（注入終了直

後＝相當）之ヨリ1時聞二二第6回〔VI〕試験（注入終了後1時間二相當）ヲ行ヒタリ．以下各

例二就キテ大略ヲ読明セン．然シテ各回＝於ケル撒値ハ三，四回ノ平均値ナル事ハ前記ノ如

シ．
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第1例（第1表）二於テハ赤血球数ハ〔1〕ニチハ550萬＝シテ〔II〕ニテ梢増加ヲ示シ580萬ナ

                           リ．〔III〕昌テハ稽減少シ560
       第1表 劃照試験第1例
       家兎3號6騒2．・78ue    萬〔IV〕ニテ〔1〕ト等シク550萬

時 間

       I

I ヨリ30分後II

IIヨリ30分後III
工∬ヨリ30分後正V

lVヨリ30分後V
Vヨリ1時間後VI

赤血球厳
 （萬）

550

580

560

550

540

560

血色素量
 （e／o）

75

73

74

75

73

73

自血球敷

8000

10000

8500

7800

8800

8300

M±ME
i ss6±s．lo 1 73．s±o．37 1 ss70±293

M士ME
i 12・49±3・61 1 ・・898±α26レ・8±2・7

ヲ示シ〔V〕〔VI〕ニチハ大差ナ

ク各540萬，560萬ヲ示セリ．

平均値ハ（556±5．10）萬ニシ

テ最：大値580萬：最小値540萬

其ノ差ハ40萬ナリ．二rk2F均

ニヨリ之等ノ標準偏差aヲ求

メシ＝（12．49±3．61）萬ナリ．

 血色素二二就イテ見ルニ

〔1〕昌テハ75％〔II〕＝テハ梢

減少シ73％ナリ．〔IV〕ニチハ〔1〕ト等シク〔V〕〔VI〕＝テ各73％ヲ示シ〔1〕二二ペテ梢減少

セリ．雫均値ハ（73．8±0．37）％＝シテ最大値75％最小値73％其ノ差2％，σ；（0．898±0．26）

％ナリ．

 白血球数二二イテ見ルニ〔1〕ニチハ8000ヲ示シ，〔II〕＝テ増加シテ10000ヲ示セリ．以下

〔V〕ニテ8800ヲ示セルノミニテ大差ナシ．卒均値ハ8570±293＝シテ最大値10000最小値

7800其ノi差2200ナリ．a3718±207ナリ．

 第2例（第2i表）二於テモ第1例ト二等シ多少ノ増減ヲ示スモ李均値ハ（455±7．27）三一シ

テ最大値ハ480萬最小値ハ430萬昌シテ共ノ差ハ50萬ナリ．σ3（17．8士5．14）萬ナリ．

                            血色素量二就イテ見ルニ之
       第2表 封照試験第2例
       家兎30號 δ 白重2．870延        モ多少増減ヲ示シ平均値ハ

                           （66．6±0・61）％＝シテ第1例

                           二比シテ少ナク最大値ハ68％

                           最：小値ハ64％其ノ差ハ4％ナ

                           リ．σ；（1．49±O．43）％ニシテ

                           第1二二比シテ大ナリ．

                            白血球三二就イテハ〔1〕ハ

                           7000以下増加ヲ示シ〔II〕ハ75

                           00，〔V〕二於テ最大値8500ヲ

                           示セリ．最：小値ハ7000 s v・テ

其ノ差ハ1500ナリ．準均値ハ7870±204＝シテ。；499土144ナリ．

 第3例（第3表）二丁キテ見ルニ赤血球面一〔1〕＝テ550萬〔II〕＝テ梢減少シテ500萬ナル

モ以下八二増加セリ，回忌値ハ（543±9．02）萬最大値ハ570萬最小値ハ500萬，其ノ差ハ70

萬ナリ．a三（22．11±6．38）萬．

                  ［ 20 ］

時    間
赤血球激
@〔萬）

血色素量
@（％） 白血球敷

        I

hヨリ30分後II
hIヨリ30分後III

鴻?鰍R0分後IV
hVヨリ30分後V
uヨリ1時聞後VI

450

S70

S30

S80

S40

S60

66

U4

U6

U8

U8

U8

7000

V500

W000

V900

W500

W300

M士ME @｝455±7271666±α6・1787・±2・4

σ士ME 17．8±5．14    1．49±0．43 499±144



「ペノクリージス」ノ研究

第3表封戸試験第3例
家兎5號 6 三重3．340竜

3149

時 聞

       1

1ヨリ30分後II
IIヨリ30分後m
I皿ヨリ301分後正V

IVヨリ30分後V
Vヨリ1時間後VI

M±ME

赤血球数
 （萬）

550

500

540

570

560

540

543±9．02

血色素題
 （e／o）

76

80

82

79

80

81

79．7±O．77

白血球激

5900

5800

6000

630C

6500

6200

6120±98

o±ME
j22．11±6．381 1．89±O．ss 1 241±70

 血色素量ヲ見ルニ〔1〕ニテ

76％ナリシモ以下梢増シ〔III〕

ニテ82％ヲ示セルモ以下更二

減少ヲ示セリ．雫均値ハ（79．7

±0．77）％最大値ハ82％最：小

値ハ76％ニシテ共ノ：差ハ6％

＝及べリ．σ3（1．89土055）％

ナリ．

 白血球藪ヲ見ルニ〔1〕ハ59

00ナル小サキ値ヲ示セリ。〔V〕

＝於テ6500ヲ示セルモー二二

小サキ値ナリ．雫均値ハ6120±98最：大値ハ6500最小値ハ5800 ＝シテ其ノ差ハ700ナリ．oJ

241±70ニシテ前記2例二比シテ遙二少ナシ．

            第2節 「リンゲル」氏液注入試験成績

 第1例（第4表）二於テ赤血球数ノ攣十二十イテ見ルニ〔1〕＝テ660萬ヲ示シ以下漸次注入

ト共s減少セシが如ク〔V〕ニテ610萬ヲ示セリ．

      第4表「リンゲル」氏灘獄験   21SU‘J値（M）ハ（6斗0±7・45）

    家兎26號♀騒奇弁覆1：；羅注縄37・cc 萬σ1（18・25±5助鰍リ・三

時    閲
赤血球歎
@（萬）

血色素量
@（％） 白血球敷

荏入開始直前  1

酷?J始後30分 II

V 1 時 間HI
V 1時間孚 1V
V 2 時 間 V

酷?I了後1時間VI

660

U60

U50

U30

U1Q

U30

75

U5

V2

V0

U5

U7

7500

W000

W300

V400

V300

V600

M士ME 640土7．45 69±L5 7680±143

σ土ME @I・＆25土527137土L・ 353土102

：大値（max）ハ660萬ニシテ最：

／」、イ直（1111n）ノ、610萬． 其ノ差

ハ50萬ナリ．

 血色素：量二就イテ見ルニ

〔1〕ハ75％ニシテ〔V〕二三テ

65％ヲ示シ10％ノ減少ヲ示セ

iJ． M； ．（69±1．5）％ a； （3．7

±1．1）％ナリ．maX 375％ニ

シテmin；65％ナリ．其ノ差

ハ10％＝及べリ．

 白血球数ヲ見ルニ〔1〕ハ7500ニシテ〔III〕sテハ8300ヲ示セルモ〔V〕＝テハ7300二減少セ

リ．M17680土143 a 3353士102 max 38300＝シテmin 」7300共ノ差ハ1000二及ベリ．

 第2例（第5表）二六イテ見ルニ赤血球藪ハ〔1〕ニチハ620萬ニシテ〔III〕ハ510萬ニテ110

萬ノ減少ヲ示セルラ以下漸次増加シテ〔VI〕＝テハ550萬ヲ示セリ． M；（558±16．22）萬ニ

シテa；（39．76±11．49）萬ナリ．

 血色素：量二就イテ見ルニ〔1〕ハ70％ニシテ注入二因リ漸次多少減少セシ如ク〔VI〕ハ62％

＝シテ8％ノ減少ヲ見セクリ．Ml（65±1．1）％ニシテaJ（2．8±0．8）％ナリ．

                   （ 21 ）
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 第5表 「リンゲル」氏液注入試験

家兎鞭罐重獣灘：181睡入量28・cc

田

時    間
赤血球数
@（萬）

血色索屋
@（％） 白血球数

注入開始直前  1

酷?J始後30分 II

V 1 時 間 III

V 1時間傘IV
V 2 時 間 V
酷?I了後1時間V【

620

U00

E510

T20

T50

T50

70

U3

U5

U7

U3

U2

750⑪

U800

V000

U500

U300

U000

M±ME @l558士・622 65±エ・1668・±191

σ±M・ @【3獄76±・1” 2．8±0．8  471土136

 第：6表 「リンゲル」氏液注入試験

家兎28蹴雷獣覆§：羅温量29・cc

時 間

注入開始直前  1

注入開始後30分 II

〃1時間1［1
〃 1時間孚IV
〃 客 時 間 V

赤血球歎
 （萬）

血色素量
 （o／o）

温終了後1時llmvi 1

530

570

510

480

520

510

70

75

71

60

58

62

白血球数

7500

6700

7200

6500

8000

7400

M±ME
｝52・±11詞66±261 721・土2・3

a±ME
1 27・S・±＆・316・3士1司499士・44

 白血球数二心イテ見ルニ

〔1〕ハ7500＝シテ漸次減少セ

シモノノ如ク〔V〕ハ6300〔V1〕

ハ6000ナリ．M；6680士191

ニシテσ」471±136ナリ．

 第3例（第6表）二於テ赤血

球；藪二就イテ見ルn〔1〕ハ530

萬ニシテ〔II〕ハ却ツテ増加シ

，570萬ニシテ〔IV〕ハ480萬ニ

シテ多少ハ減少セルが如キモ

〔V〕ニチハ520萬ヲ示セリ．

MJ（520± 1．1．35）萬aj（27．8

0±8．（）3）萬ナIJ．

 血色素量ヲ見ルニ〔1〕ハ70

％ニシテ之ハ〔II〕ニテ75％二

檜加セル如キモ以下再ビ減少

シ〔V〕ハ58％ナリ，Mj（66士

26）％＝シテσ」（6．3土1．8）％

ナ）J．白血球敷二就イテ見ル

 ：〔1〕ハ7500ニシテ〔II〕ハ67

00二tw少セル如キモ（V〕ニテ

8000ヲ示セリ．M17210士203ニシテa 」 499±144ナリ．

          第3節 葡萄糖加「リンゲル」氏液注入試験成績

         第1項25％葡萄富加「リンゲル」氏液注入試験成績

 第1例（第7表）＝於テ赤血球数二：就イテ見ルニ〔1〕ハ508萬ニシテ〔II〕ハ431萬二減少シ以

   第7表25％葡萄糖加「リンゲル」氏液注入試験   下モ略同様〔1〕二比シテ三二

    家兎19撚騨獣麗：181無二量n・cc 小サク， M 3（452±135）萬

時 間

注入開始直前  1

注入開始後30分 II

〃 1 時 間 m

〃 1時間牛IV
〃 2 時 間 V

注入終了後1時間V［

赤血球数
 （萬）

5e8

431

487

430

434

421

血色素墨
 （o／o） 白血球数

78

73

72

70

69

69

8300

9000

9300

9000

7800

8500

M±ME
1452±・35［7・±1・7i 865・士246

a±MF．
33．10±9．57 1 4．2±1．2

506±146

＝シテas（33．10士9．57）萬ナ

リ．

 血色素量二就イテ見ル＝

〔1〕ハ78％ニシテ以上之ヨリ

赤血球二二於ケルト同様漸次

注入ト共＝減少ヲ示セリ．

Ml（71土1．7）％ニシテσS

4．2土1．2ナリ．
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 白血球数二一テハ〔1〕ハ8300ナルモ之ヨリ〔IV〕マヂハ却ツテ増加ヲ示シ〔V〕二於テ初メ

テ〔1〕ヨリ小サキ値7800ヲ示セルモ〔VI〕ニチハ8500ヲ示シ〔1〕ヨリ大ナリ，M38650±246，

aJ506±146ナリ．

 第2例（第8表）二於テ赤血球藪ハ〔1〕ハ420萬ニシテ以下各回減少ヲ示シ〔III〕＝テハmin：

308萬ヲ示セリ．Mj（372±16．58）萬ニシテσ」（40．61士11．73）萬ナリ．

   第8表a5％白白ロ・リンゲル」氏一入試験  血色羅ヲ見ル＝〔1〕ハ80

    家兎3・號榴重莚灸灘：灘亭亭23・cc ％ニシテ之モ同様以下減少ヲ

                             示セリ．M；（73±1．6）％＝シ

                             テσ3（4．1±1．1）％ナリ．白

                             血球敏ヲ見ルニ〔1〕ハ6800 ＝

                             シテ〔II〕ニテ8000ヲ示シ」曾加

                             セル如キモ〔V〕〔VI〕二面テ各

                             5800，5300ヲ示シ梢減少セル

                             ガ如シ．

                              第3例（第9表）＝於テ赤血

                             回数ヲ見ル＝〔1〕ハ451萬ニシ

テ〔II〕ニテ490萬ヲ示シー時増加セルが如キモ以下再ビ減少ヲ示シ〔V〕〔VI〕ハ各400萬，390

萬ヲ示セリ．M3（429±14．06）萬ニシテσ1（34．47±9．96）萬ナリ．

時    間 赤血球敷
@（萬）

血色素量
@（％） 自血球激

温開面前 判 42・注入開始後30分 II〃 1 時 間 III〃 1時間孚IV〃 2 時 閻 V注入紅後塒間v【1

406

R08

S04

R40

R55

  80
@ 781  70

@ 73
@ 70
@ 70

6800

U000

W000

U100

T800

T300

M±ME
i 372＝ヒ16・58 1  73±・L6  i 6350±352

σ士ME @l4α61士1L73厚1±U 867±2・・i

第9表 2．5％葡萄糖加「リンゲル」氏液注入試験

家兎24蹴騒藍炎灘：1雛注罎…cc

時    間

1赤血球敷！血  （萬〕

注入豪富直前  1

酷?J始後30分 II

V 1 時 間 1旺

V 1時間孚IV
V 2 時 間 V

酷?I了後1時間VI

451 1

M士ME @l・29±・生・6レ

σ±M・ @13吼47±9961a

血色素量
 （a／o）

 82

 80

 77

 73

 72

 74

76±1．5

3．7±1．1

白血球数

7700

7900

7500

8000

76eo

8100

1 7soo±ss

 216＝ヒ62

 血色素量：二：就イテ見ル＝

〔1〕ハ82％ニシテ以下次第二

注入ト共二減少セルが如シ．

白血球病目就イテ見ル＝〔1〕

ハ7700ニシテ以下増減何レト

モ思ハレザル歌態ナリ．M3

7800士88ニシテσ・；216±62

ナリ．

         第2項 5％葡萄糖加「リンゲル」氏液注入試験成績

 第1例（第10表）＝於テ赤血球歎二就イテ見ルニ〔1〕ハ448萬ニシテ〔II〕ハ梢減少シテ381

萬＝シテ以下モ同檬ナリ．M；（356±19．44）萬ニシテa；（47・63±13。76）萬ナリ．

 血色素七二就イテ見ルニ〔1〕ハ77％ニシテ以下漸次減少ヲ示セリ．M3（69±1・5）％σ；

（3．8±L2）％ナリ．

 白血球藪二就イテ見ルニ〔1〕ハ4400ニテ〔II〕〔III〕ハ各4000，3500ヲ示シ減少ヲ來セル如

                   ［ 23 ］
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第10表 5％葡萄糖加「リンゲル」氏液注入試験

號4號旛重嗣子§：茸舞泓量33・cc

時    間
赤血球轍
@（萬）

血色素量
@（％） 白血球数

注入開始直前  1

酷?J始後30分 II

V 1 時 間 K工

V 1時間傘 1V
V 2 時 間 V

酷?I了後1時間V工

448

R81

R54

R29

R15

R10

77

V0

U5

U9

U7

U9

4400

S000

R500

R8⑪0

S500

S600

M士ME @！356±1944｝69土L・1・・3・±・62・

σ±ME @I4ス63±・37・ a8±エ21398±・・丘・

第11表 5％葡萄糖加「リンゲル」氏液注入試験

家兎3四三黙黙1羅注AE・25・cc

時 間隔舗数       」 血色素量
@（％） 白血球籔

注入開始直前  1

酷?J姶後30分 II

V 1 時 聞 III

V 1時闇孚IV
V 2 時 間 V

酷?I了後1時聞VI

431

S00

S10

S10

S05

S00

90

V5

X1

V1

U9

U8

12800

P1600

X000

P2000

X800

X700

M±M・ @1・・9±429｛76±37｛・・8・・±4α9・

σ±ME    10．52±3．04  9．1＝ヒ2石  115±23．23

第12表 5％葡萄糖加「リンゲル」氏液注入試験

家兎5蹴畦炎灘：1雛注罎25・cc

時 自

注 入 直 前 1

注入開始後30分 II

tt 1 時 間 m

〃 1下聞孚正V
〃 2 時 間 V

注入終了後1時間VI

赤血球数
 （萬）

血色素量
 く％）

430

340

402

361

329

327

78

68

54

0s

68

68

白血球敷

5400

4600

5000

6000

5800

6000

M±ME
i 364±1S・4S 167±2・91 546・士214

6±ME
i37・8S±…937・・土2・・1525±・52

テ減少セル値ヲ示セルモ〔IV〕ハ6000ニシテ〔V〕ハ5800ナリ．

5460±214ニシテσ；525士152ナリ．

キモ〔VI〕ニチハ4600ヲ示シ

檜減何レトモ思ハレズ．

 M 3 4130±1620σ；398士

115．0ナリ．

 第2例（第11表）二二テ赤血

球二二就イテ見ル＝〔1〕ハ43

1萬ニシテ以下漸次減少ヲ示

セリ．M；（409±4．29）萬ニ

シテa三（1052土3．04）ナリ．

血色素量二就イテ見ルニ〔1〕

ハ90％ニシテ〔III〕＝テハ91

％ヲ示シ其他ハ減少ヲ示セ

リ．M；（76士3．7）％ニシテ

。；（9．1±2．6）％ナリ．

 白血球二二就イテ見ルニ

〔1〕ハ12800ニシテ以下漸次多

少減少セルが如シ．M；108

00±46．90ニシテσ； ．1 15±2

3．23ナリ．

 第3例（第12表）二於テ赤血

球歎二丁イテ見ルニ〔1〕ハ430

萬ニシテ以下漸次減少スルが

如シ，Mj（364±15．45）萬ニ

シテ o；（37．85±10．93）萬ナ

リ．

 血色素量二二テハ〔1〕ハ78

％＝シテ以下赤血球歎ト略其，

ノ滑長ヲ共ニスルが如ク減少

ヲ示セリ．Mj（67±2．9）％

ニシテOS（7．0±2．0）％ナリ．

 白」血球歎二：就イテ見ル＝

〔1〕ハ5400ニシテ〔II〕〔III〕二

増減何レトモ思ハレズ．M；
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             第3章絡両雄考按

 余ノ寡少ナル文獄渉猟ニヨルニ斯ル種類ノ研究二叉スル報告ハ比較的稀＝シテ唯二，三生

理的食巨水，「リンゲルJ氏液及ビ「ロヅク」氏液ノ家兎静脈内注入セル際＝於ケル血歴ノ攣

化，致死注入量ノ如何，注入温度ノ影響及ビ呼吸，髄温，排尿欣態二就キテノ研究報告アル

ニ過ギズ．斯ク報告少ナキ理由原因二就キ考フル＝・一・ツニ其ノ注入法ノ困難ナル貼，此ノー

事二存スルナラント思ハル．幸ヒニシテ吾教室二於テハ最近完全ナル電秘事恒温難険注入器

考案サレタルヲ以テ比較的耳蝉二斯ル注入試験ヲ施行シ得タリ．

 1）封 照 實 験

 余ハ写照實験ヲ行ヒテ豫メ血球計算上二選ル余ノ誤差ノ西園ヲ確三八リ．勿論家兎ノ血球

歎ノ短時間内二於ケル数的攣動ヲ極メテ小ナルモノト假定セルモノナリ．

 先ヅ赤血球数二就キテ見ルニ第1例二於テハ〔1〕＝於テハ550萬＝シテ〔II〕ニテ580萬二

         第13表     ナリシモ〔III〕ニチハ560萬二減

驚幣
差（萬）

M±ME
�j

σ±ME
i萬）

第1例
謔Q例
謔R例

580

S80

T70

540

S30

T00

40

T0

V0

556±5．10

S55土7．27

T43±9．02

12．49±3．61

P7，8：：ヒ5．14

Q2．11±6．38

亭均5剃49・153

少シ後〔V〕〔VI〕ハ各540萬，560萬

回目テ大差ナシ．結局M土MEl

（556士5．10）萬トナレリ．第2例二

於テモ〔1〕＝テハ450萬〔II〕＝テ

ハ470萬ニシテ梢増加セルモ〔III〕

＝テハ430萬二減少セリ。次二480

萬二増加セルモ其後ハ大差ナク，M±ME；455±7．27ナリ．第3例二於テハ〔1〕＝テハ550

萬ニシテ〔II〕ニテ500萬二減少セルモ次二更＝540萬ヲ数ヘタリ．M±ME I（543 ± 9．02）萬

ナリ．今以上ノ各M±ME二於ケル雫均誤差MEヲ見ル＝991例＝テハMEハMノ略1／loo，

第2例ニチハ略％5，第3例ニチハ略1／60ナリ．以上三者ヨリ見レバ封照試験（注入ヲ行ハ

ザル家兎二就イテノ試験）＝テハMEハMノ約駈。一％二尊レリ．

 今叉各標準偏差。ヲ見ルニ第1例＝テハσ±ME；（12・49±3．61）萬，第2例ニチハ（17．8

±5．14）萬，第3例＝テハ（22．11±6．38）萬ナリ．今上ヲ宮村直夫氏予州ル成績二比スルニ，

氏・・余ノ行ヒシ計算法ナルi／400 mm2 80個ヲ観察シ，其ノ雫均値＝ヨリテ1mm3中ノ赤血球

数ヲ計出スル＝於テハ6回反覆シテ行フ場合二於ケルσ；＝（25。815士2．25）萬ナル値ヲ學ゲ

タリ．之ヲ余ノ得タルaト比較スル＝何レモ氏ノaヨリ小ナリ．之ハ余ノ場合二於テハ3，4

回反覆シテ讃ミ平均シタルモノヲ1回トシ斯ルモノ6回ノ計算ヲ行ヒタルタメニ斯ルσヲ得

タルナリ．郎チ華氏ノY400 mm2ヲ200個宛6回敷ヘタル場合二於ケルσヲ見ルニ。＝（19．4

14±2．67）eS ＝シテ略余ノ場合＝’懸路ルナリ． maxヲ見ルニ氏ハ580萬ニシテ余モ580萬

minヲ見ル＝氏ハ464萬，余ハ430萬ニシテ略一致セル範園内ニアリ．

 血色素量測定二於テ見ルニ第；1例＝テハ〔1〕ハ75％ナルモ次二〔II〕ニチハ73％ヲ示シ三二

〔III〕〔IV〕＝テ各74％，75％ヲ示セリ．以下モ略同様ノ移動昌シテM士ME；（73．8±0・37）％

ヲ得タリ．maX；75％min l 73％nシテ其ノ差ハ僅カニ2％ナリキ．

                 ［ 25 ］
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第 14表

山 田

最大値
i％）

最小値
i％）

差（％）

M土ME
戟刀j

σ：：ヒME

i％）

第1例
謔Q例
謔R例

75

U8

W2

73

U4

V6

246 73．8±0。37

U6．0±0．61

V9．7±0，77

0．898±0．26

P．49±q．43

P．89±0．55

李  均 75 7114

 第2例ニチハ〔1〕ハ66％ニシテ

〔II〕〔IH〕ニテ64％，66％ニシテ大

差ナキモ〔IV〕〔V〕ニテ68％ヲ示シ

M±ME；（66土0．61）％ナリ．maX；

68％mil） ；64％其ノ差ハ4％ナ

リ．第3例ニチハ〔1〕76％ニシテ

〔III〕ニテ82％ヲ示シ，梢大ナル差

異ヲ示セルモ〔IV〕ニテ79％ヲ示シ〔V〕〔VI〕ハ各80％，81％ヲ得タリ．M±ME（79・7±O・77）

％ヲ得票リ．以上ノ各M．Eヲ見ルニ各Mノ施oo，1／loo， YIOoニテ赤』血球計算二於ケルヨリ

モ遙二小ナル値ヲ得タリ．

 叉各σヲ見ルニ略1・9・vO・9ノ間ニアリ．

 白血球忍駒就イテ見ル＝第1例二於テ〔1〕ハ8000ヲ得〔II〕ハ1 OOOO ＝シテ増加ヲ示セルモ

以下〔III）〔IV〕〔V〕ハ各8500，7800，8800ニシテmax j lOOO min 」7800＝シテ相當大ナル

動揺アルモノノ如ク其ノ差異ハ2200ナリ．M±MEハ8570土293ヲ朝酒リ．

         第15表         第2例ニチハ〔1〕ハmln l 7000

最大値
i萬）

最小値
i萬）

差1萬）

M±ME
i萬）

σ±ME
k萬）

第1例
謔Q例
謔R例

10000

W500

U500

7800

V000

T800  1

2200

P500

V00

8570±293

V870±204

U120±98

718土207

S99±144

Q41±：170

李  均 8333 6866い464

ヲ得〔II〕ニテ7500〔V〕ニテmax；

8500ヲ得タリ．M±MEI7870±20斗

ニテmax minノ山育1500ナリ．

第；3例ニチハ〔1〕ハ5900〔II〕ハmin

5800ヲ得タリ．〔V〕ニテmax 6500

ヲ得，M土ME；6120±98ナリ．

以上ノ各M±MEヲ見ルニ第1例ニチハMEハMノ約施。二當リ，第2例ニチハ約％8，

第3例＝テハ約％3二當レリ．之ヲ

赤血球数計算及ビ血色素量測定ノ場

合剛比ペルニ撒倍ノ大サナリ．即チ

計算誤差ノ大ナルヲ窺ハル．又各σ

ヲ見ルニ718～・241ニシテ相献立ナル

動揺アルヲ知ラル．今以上塁撚試験

成績ヲ総括シ心置スルニ便ナルタメ

各〔1〕ヲ100トシ各」・曾減攣イヒヲ百分

牽ニテ現ハセバ第16表ノ如シ．

 2） 「リンゲル」白白注入試験

 先ヅ赤血球船型：就イテ見ルニ第1

例（ac 4表）ニチハ〔1〕ニチハ660萬

ヲ示セルモ注入ト共二次第＝減少セ

第 16表
〔・〕1〔・・〕〔1・1〕

〔IV〕
〔v〕i〔vエ〕

赤血％ト
  第1例
@ 第2例 1

?苑謔R例

100

P00

P00

105

P04

X1

102

X5

X8

100

P06

P03

98

X8

P02

102

P02

X8

牛司… 100 98 103 99 101、

血色素％

第1例

謔Q例

謔R例

100

P00

P00

97

X6

H05

98

P00

P07

100

P03

P03

97

P03

P05

97

P03

P06

牛均11・・邑99！・・2 ・・21・・2 102

白血球％

第1例

謔Q例

謔R例

1001

P00

P00

125

P07

@98
?一      一 一    一

P10

106

P14

P02

 97

@112

@106

110

n21

P10

P13

103

P18

P05

李 均
1・・1 ・・7い・5 108
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110

100
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第16表  塁寸  」｛て｛  言式  験

    一赤血球％
 一…一一一血色素％
      白血球％

「ペノク1）一ジス」ノ研究

L一一一一一L一“一一一H一一L一一一L一一4．

1 II III IV V VI
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シ如ク〔IV〕ニチハ630萬1〔V〕ニチハ更二610

萬ヲ示シ〔VI〕ニチハ630萬ヲ示セリ． maX l

660萬min；610ナリ，M±ME 3（640±7．45）

萬ニシテa；（18．25±5．27）es ＝シテ樹照試

験二二テ謡曲ルσヨリモ小ナル値ヲ得タルモ

之ハ注入ト共二各回順次赤血球敷減少シ大ナ

ル攣動ナカリシタメ斯ル値ヲ得タルモノニシ

テ事實ハ順次減少シタルモノト認メタリ．第

2例（第5表）ニチハ〔1〕ハ620萬ナルモ〔II〕

＝テ600萬ヲ示シ〔III〕ニチハ510萬ナリ．以下

多少増加セル如キモ〔VI〕ハ550萬ナリ．Max l 620萬ml鵜510萬ナリ．M±ME；（558±16．22）

萬σ1（39・76土11・49）萬ニシテ封照二比シテ大キク注入＝ヨル大ナル鍵1動アル事ヲ表ハセリ．

帥チ此ノ例ニチハ明ラカニ注入ニヨリ赤血球漸次減少スルヲ知レリ．第3例（第6表）ニチハ

．1〕ハ530萬ナルモ〔II〕ニチハ却ツテ増シテ570萬ヲ表ハセルモ追再ビ減少シ〔IV〕＝テmin

480萬ヲ示セリ．M±ME 3（520±11．35）萬ニシテσ3（27．80±80．3）萬ニシテ塁1照二比シテ大

ナリ．以上3例ヲ十六シ圖示スレバ第17表ノ如シ．

                         第17表リンゲル氏液注入試験
        第 17表

赤
血
球
。／o

血
色
素
e／o

白

血

球
。／o

第1例

第2例

第3例
 ，

李 均

第1例

第2例

第3例

李 均

〔L？一lgii〕1〔皿〕［〔lv〕

100

100

100

100

100

100

100

100

第1例｝…

    100第2例i
第3例  100

李 均 100

IOO 1 98

96 i 82

107 1 96

IOI

86

90

107

94

92

96

92

100

96

106

90

89

110

93

96

95

83

90

89

93

95

85

91

98

86

86

（v） 1 （vi）

92

88

98

93

86

90

82

86

97

84

95

88

96

93

89

90

90

89

95

101

80

1076 1 98

コ口－P一一9t6－rg6Tg］］g6 g3

9／0

11e

100

oo

     赤血球％

一一一一＿＿一一一 倹F素％
     白血球％

、    ，一’        、
一一

一a一一一一．L一一H一一Lm．一．r一一2一一一一

I   II  III  工V   V VI

 血色素量ノ増減二就イテ見ルニ第エ例

（第4表）ニテ⊂1〕ハ75％ヲ示シ注入ト共

二漸次減少スル傾向ヲ有セリ．M±MEj

（69士1．5）％ニシテ。；（3．7±1．1）％ニシテ樹照二於ケルσlL3％二比スレバ大口シテ之モ

注入ニヨル大ナル攣動アルヲ示セリ．

 第2例（第5表）＝テ〔1〕ハmaX；70％ヲ示シ漸次減少セシ如ク〔VI〕＝テmin ； 62％ヲ示

セリ．M土MEl（65±1・1）％a3（2．8土0．8）％ナリ．

 第3例（第6表）ニテ〔1〕ハ70％＝シテ〔II〕ニテ75％ヲ示シ異常二見エシモ以下注入ト共

                   ［ 27 ］
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二減少ヲ示シ〔V〕ニチハ58％ヲ示セリ．M±ME（66±2。6）％σ；（6・3±1・8）％ニシテ以上3

例ヲ通ジ血色素量モ注入ニヨリテ減少ヲ來セルラ知レリ（第17表参照）．

 白血球打聞就キテ見ルニ99 1例（第4表）ニチハ〔1〕ニテ7500ヲ示セルモ〔II〕ニテ8000〔III〕

＝テ8500二増加セリ，〔V〕＝於テ7300二梢減少セルモ大ナル動揺ナシ．max；8300＝シテ

min ；7300ナリ． M±ME I 7680土14301353±103ニシテ封照二於ケルσ；486二比シテハ

小ナルモ注入ト共二減少ストモ増加ストモ思ハレズ．

 第2例（第5表）二丁テ〔1〕ハ7500ナルモ漸次注入ト共二減少スルが如ク〔V〕ニテ6300〔VI〕

ニテ6000ヲ示セリ．maxj7500 mln l 6000 M±MEJ6680±191ニシテσ1 471士136ニシテ

可ナリ動揺アル如ク思ハルモ表二一ス如ク比較的規則的＝減少セル貼ヨリ推シテ減少セルモ

ノノ如ク思ヘリ．第3例ニテ〔1〕＝テ7500ナルモ〔III〕ニテ6500ヲ減少ヲ見セシモ〔V〕＝テ

8000〔VI〕＝テ7400ナリ． max l 8000 min 6500＝テM士ME l 720±203 a；499±144以上

3例ヲ見ルニ何レモ不規則ナル増減ヲ現ハシ結局増減何レトモ出品レズ（第17表参照）．

 3）2．5％葡萄糖加「リンゲル」氏液注入試験

 赤血球数ノ増減二就キテ見ルニ第1例（第7表）ニチハ〔1〕ニテ508萬昌シテ〔II〕ニテ431

萬ヲ示シ〔III〕ニテ梢増加スル如ク見エシモ〔V〕ニテ434萬〔VI〕ニテ421萬ヲ示セリ．max

508萬min 421萬ニシテM±ME；（452±13．51）萬σ；（33．10土9．57）萬ニシテ封照試験由比

シテ大＝シテ注入ニョリテ攣動ヲ生ゼシヲ出品セリ．此ノ例＝テハ漸次注入ト共二減少セシ

モノト思ヘリ．第2例（第8表）ニテ〔1〕ハ420萬以下次第＝注入ト共＝減少シ〔V〕ニテ340萬

〔VI〕ニテ350萬ヲ示セリ． max J 420萬min 340萬＝シテM±ME；（372±16．52）萬a；（40．6

1±11．72）萬ニシテ第1例ト同様減少セル如シ．第3例（第9表）＝テ〔1〕ハ451萬〔II〕ニテ

490萬二増加セルが如キモ漸次減少シ〔VI〕ニチハ390萬ヲ示セリ． max ；490萬min 390 as ＝

シテM±ME；（429±14・06）萬a3（34・47±9・96）萬＝シテ第1例，第2例ト共二注入ト共

立 18表
〔・〕1〔1・〕1〔H・〕1〔IV〕

〔V〕 〔VI〕

赤血球％

第1例

謔Q例

謔R例

100

P00

P00

84

X6

P08

96

V3

X7

84

X6

X0

85

W0

W8

82

W4

W6

卒均い・・ 96188［9・！84i84

血色素％

第1例

謔Q例

謔R例

100

P00

P00

93

X7

X7i

92

W7

X3

89

X1

W9

88

W7

W7

88

W7

X0

甲均1…lg89118gi87188
白血球％

第1例

謔Q例

謔R例

100

P00

P00

108

W8

P02

112

P17

X7

108

W9

P03

93

W5

X8

］02

V7

P05

李 均 1・・99い・g11・・192ig5

［ 28 ］

二比較的規則正シク減少セル如ク思

ハル（第18表参照）．

 血色素量＝：就キテ見ル＝第1例

（第7表）＝テ〔1〕ハ78％ヲ示シ以下

漸次減少シ〔VI〕＝テ69％ヲ示セリ．

MtlX ；78％min 69％ニシテM土M

E；（71±1．7）％σ；（4．2±1．2）％昌

シテ減少ノ傾向ヲ示セリ．第2例

（第8表）ニチハ〔1〕ハ80％ヲ示シ以

下漸次減少ノ傾向ヲ示シ〔VI〕＝テ

70％ヲ示セリ．M±ME；（73±1．6）％

aj4．1土1．1 ＝シテ封照試験二於ケル

1．4＝比スレバ大ニシテ注入ニヨリ
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第18表 25％葡萄糖加「リ」遠出注入試験

e1e

110

100

90

赤血球％

血色素％

白血球％

1 II III IV V VI
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テハ8500ニシテ〔1〕＝比シテ却ツテ大ナル値ナリ．

テ何レモ塁照試験二比シテ大ナルモ増減何レトモ思ハレズ．第2例（第8表）ニテ〔1〕ハ6800

ニシテ〔II〕ニテ6000ヲ示セルモ〔III〕＝テ8000ヲ示シ以下減少セルモ〔VI〕ニテ5300ヲ示セ

リ．M±ME；6330±352ニシテaj867±250ナリ．〔V〕〔VI〕各5800，5300ナルヨリ推シテ

減少シタル如ク考ヘラルモ〔III〕ニテ8000ヲ示シタレバ明ラカニ減少シタルモノト思ハレズ．

第3例（第9表）二面テ〔1〕；テ7700ナルモ此ノ場合モ不規則ナル攣動ヲ示シ〔II〕ニテ7500

〔IV〕ニテ8000ヲ示シ〔VI〕＝テハ8100ヲ示シ却ツテ府民セルが如キ様子ナリ．然レドモ以上

3例ノ攣動ヲ通ジ見ル＝大島注入ト共二減少スル傾向アル如ク思ハレタリ（第18表参照〉．

 4） 5％葡萄糖加「リンゲル」氏液注入試験

         第19表     赤血球六二就キテ見ルニ第1例

テ血色素量：ノ攣動アルヲ示セリ．

 第3例（第9表）ニテ〔1〕ハ82％ヲ示シ以下

注入ト共；減少ヲ示シM±ME；（76」＝1．5）

％ニシテσ；（3．7±1．1）％ナリ．以上3例ヲ

通覧スルニ何レモ注入ト共二其ノ量ヲ減少ス

ルモノノ如シ（第18表参照）．

 白血球敷二：就イテ見ルニ第；1例（第7表）二

幅テ〔1〕ニチハ8300ヲ示セル＝〔II〕＝テハ90

00ヲ示シ，更二〔III〕sテmax 」9300ヲ示セ

リ．之ヨリ漸次減少スル如クナルモ〔VI〕二

  M士ME；8650±246 a1506 ± 146＝シ

I I〔・〕1〔・1〕 〔m〕1〔IV〕1〔V〕i〔VI〕

赤血球％

第1例

謔Q譜

謔R例

100

P00

P00

85

X2

V9

79

X5

X3

73

X5

W2

70

X3

V6

70

X2

V6

李均i…1茄 891釧79179
血色素％ 翻㎜

謔R例い・・

」 100
90

W3

W7

83

P01

U9

89

V8

W7

 88

@76
89

V5

W7

雫 均  100 87｝84 85184 84

臼血球％

第1例

謔Q例

謔R例

100

P00

P00

91

W5

90  79

@  70
@  92

86

X9

P11

102

V6

   104
@  75  1

E・71・11

吟均 100 89 80 98
  「

X5｝97

（第10表）二於テ〔1〕ニテ448萬ナル＝

次第二注入ト共＝減少ヲ示シ〔VI〕

ニテmin ；310萬ヲ示シM士ME（35

6」＝19．44）萬σ三（47．63±13．76）ノ大

ナル値ヲ表ハシ注入＝ヨリ封媚試

験二比シテ攣動多キヲ現ハシタリ．

第2例（第11表）＝於テハ〔1〕＝テ431

萬ニシテ漸次減少シ第1例ノ如ク比

較的規則的＝減少セルが如シ．M±

ME三（409±4、29）萬ニシテσ；（10．5

2±3．04）萬ニシテ封照試験二二ケル

OS19．4二比スレバ却ツテ小ナルモ

之モ比較的血球減少が綾和二行ハVシタメ斯ルσヲ得タルモノニシテ三際曲線上ニハ次第二

減少ヲ示セルナリ．第3例（第12表）二瀬テ〔1〕ハ430萬ニシテ〔II〕ニテ340萬二減少シ〔III〕

ニテ402萬二増加セル如キモ更二以下減少シ〔VI〕＝テ327萬ヲ示セリ．M±M：E；（364±15．45）

                   ［29］ ．
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第19表 5％葡萄糖加「り」氏液注入試験

9io

ユ10

1（｝O

ee

80

ミ
s

s

     赤血球％

一一一．一一一一一一一 倹F素％
     白血球％

1 II III IV V VI

萬ニシテds（37．85±10．93）萬＝シテi野照二

比シテ大ナリ．以上3例ヲ見ルニ何レモ注入

ト共＝減少スルモノト思ヘリ（第19表参照）．

 血色素量二面イテ見ル ・99 1例（第10表）s

テ〔1〕＝テ77％ヲ示シ漸次注入ト雷門減少シ

赤血球藪ト増減ヲ共ニスルが如ク思ハル．M

±MEj（69± 15）％＝シテ。；（3．8±1．2）％

％ニシテ封照二比シテ大ナリ．第2例（第11

表）二心テ〔1〕ニテ90％ヲ示シ〔II〕ニテ75％

ナルモ〔III〕ニテ91％ヲ表罫セルモ之ハ異常

ト見ルベク以下次第＝減少シ〔VI〕ニテ68％

ヲ示セリ．M士ME（76±3．7）％a；（9．1±2．6）

％ノ：大ナルヲ示セリ．’第3例（第12表）二於テ〔1〕ハ78％ニシデ〔III｝ニテ54％ノ小ナル値ヲ

示セルモ之モ異常ト見ルベク以下順調二減少シM±ME 3（67±29）％o；（7．0±2．0）％ヲ示

セリ．以上3例言二注入ト共二減少スト思ヘリ（第19表参照）．

 白血球藪二就イテ見ルニ第1例（第10表）＝テハ〔1）ハ“OOニシテ〔II〕34000〔III）；3500

1・減少セルモ〔IV〕＝テ3800〔V〕ニテ4500〔VI〕＝テ4600ヲ示シ却ツテ後牛ハ増加スルが如

ク見工結局増減何レトモ思ハレズ．M±ME 34130士162003398±115．0ナリ．

 第2例（第11表〉ニテCI〕ハ12800ヲ示シ以下減少シ〔IV〕＝テ1200ヲ二一ルモ之ヲ異常ト解

スレバ漸次減少セルナリ．M±ME；10800±46 a；115土23．2ニシテ第1例二比スレバ小サ

キ。ナリ．

 第3例（第12表）ニテ〔1〕ハ5400 ＝シテ〔II〕二於テハ4600ヲ示セルモ〔IV〕ニテ6000ヲ示シ

反ツテ埆加シ〔VI〕＝テ6000ヲ示シ増減何レトモ梅島1／ズ． M±ME 5460±214 a l 525±152

ナル大ナル値ヲ得タリ．

 5）以上各成績ヲ総括シ考フル開先ヅ赤血球数ノ攣動二審イテハ封照試験二於テモ知レ

ル如ク比較的計算上ノ誤差ハ少ナキモノト思ハル．「リンゲル」氏液注入試験及ビ葡萄糖加

「リンゲル」氏人注入試験ニチモ同様二時＝ハ回想二得ザル奇異ヲ感ゼシムル同値ヲ示ス事ア

ルモ，略始終規則的＝注入綾行ト共二減少セシヲ見タルナリ．余等が以前＝行ヒタル血液内

二於ケル注入液ノ停留時間及ビ歌態二就イテ研究ノ成績ヨリ見ルモ，何等力血液像二品テ攣

化ヲ來サンバ當然想像サレルナリ．今回果シテ吾等が本實験二於テ赤血球数及ビ血色素這出

於テ明ラカナル二二ヲ見タルナリ．血色素量ノ攣動一大翻赤血球数ノ夫ト画一移動スルナラ

ントハ前以テ豫想シ得プル・事ナランモ本實験ニチハ必ズトハ言ハレザルモ殆ド共二攣動セ

シ檬思ハレタリ．然ル＝白血球欺二於テハ婁i照試験二於テ既二大ナル誤差ヲ示セシ如ク，各

成績A於テ甚ダシキ差異アリシ事ハ余ハ今更二異様二藍ジタルナリ，過牛ノ責尺余ノ計算

技巧ノ拙劣ナルニ存スルハ良ク劣ヘラルモ，今諸大家ノ白血球藪：＝關スル研究成績ヲ見ルモ

                  ［ 30 ］
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同様二大ナル誤差ヲ來スモノナノL事ヲ報告シアルナリ．

 前記セシ如ク各σヲ見ルニ大ニシテ注入試験二於テ堰減ヲ論ズル＝二二試験トシテノ成績

ハ絵リニ薄弱ナル根擦ナル感ヲ抱カシメタルモ各實験成績ヨリ綜合的二見ル＝各二於テ注入

ニヨリテ其ノ数多少ハ減少スル傾向ヲ有スル如キモ之口少ナクモ余ヲシテ増加ヲ起サ・“ルヲ

信心シメタルニ面心ザル程度ナリ．

                  結   論

 1）本實験二於テ余ハ健康成熱家兎二艦重毎班100ccノ「リンゲル」氏液及ビ葡萄糖加「リ

ンゲル」氏液（2．5％，5％）ヲ液温37L38。，注入時闇2時間ニテ「ベノクリージス」ヲ行ヘル

ニ何等副作用ト思ボシキモノヲ認メザリキ．

 2）本實験二使用セシ正常（注入前ノモノ）ナル家兎12匹ノ赤血球敷，血色素：量及ビ白血

球数ヲ見ルニ，

  赤血球数  M土ME＝（504土21．88）萬  σ±ME＝（75・78士15・46）萬

  血色素量  M±ME一〔76．6±1．3）％，  σ±ME＝（4・5±O・9）％

  自血球激  M±ME＝7535±565，   0土ME＝1960土400

3）：封照試験二丁ケル各計算ノσ次ノ如シ．

赤lfi1球藪

血色素量

白血球敷

    第1例

M±ME；（556±5．10）萬｛

σ±ME；（12．49±3．61）萬

sM±ME・（738土O・37）％

（ o±ME ； （O．89±O．26）e／o

M±ME ； 8570±293｛

σ土ME；718±207

 第2例
（455土7．27）萬

（17．8±5．i4）萬

（660土0．61）％

（1，49±O．43）O／0

7870±204

499±144

 第3例

（543±9・09）萬

〔22．11±6，38）萬

（79・7土O．77）9／う

（1．89±O．55）O／，

6120±98

241土70

 4）本實験二於テ赤血球数ノ攣動ヲ見ルニ各回共注入ニヨリ減少スル傾向ヲ有ス，其ノ

度合ハ5％葡萄糖加「リンゲル」血液最モ甚ダシク次二25％葡萄糖加「リンゲル」氏液，「リン

ゲル」氏液ノ順ナリ．

 血色素量ノ攣動ハ殆ド赤血球数ノ夫二並行セリ．白血球撒ノ攣動ヲ見ル＝之ハ實＝不規則

ニシテ各液注入＝際シテ其ノ藪減少スル如キモ判然タル能ハズ．各成績ヲ総括シ初メテ梢減

少ヲ來ス傾向ヲ有スルモノノ如ク思ハル．然シテ5％葡萄糖加「リンゲル」氏液最モ甚ダシク

次二「リンゲル」氏液2．5％，葡萄糖加「リンゲル」直訳ノ順ナリ．

面面ニアタリ始終御懇篤ナル御指導並二本稿ノ御校閲ヲ賜ハリタル恩師泉教授二深甚ノ謝意ヲ捧グ．
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